
事務事業評価の評価結果について（平成26年度の事業に対する評価）

芸濃総合支所 評価：４＝できている　３＝概ねできている　２＝課題克服が必要　１＝未着手状況　　
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芸濃・地域
振興課

地域かが
やきプロ
グラム事
業（芸濃
総合支
所）

【北部エリアの事業目的】
　都市と地域の住民が共に自然
とふれあい、憩い、学び、楽し
む機会を増大させることによっ
て、都市や自然と共存する、健
康で活力あるふれあいの里づく
りをめざします。
【芸濃総合支所の事業目的】
　市民との協働のもと、地域資
源を活用したイベント等を通じ
て、地域の活性化と地域交流を
進めるとともに、市民の健康づ
くりに寄与することを目的とし
ます。

事業数

　北部エリアの活性化を
図るため、地域かがやき
プログラムの事業数を指
標とします。

5事業 5事業

　当該事業において、地
域の活性化を図るために
５つの事業を実施しまし
た。

3
　事業計画どおり実施さ
れ、おおむね目的を達成
することができました。

拡充・充実

　５事業とも、概ね目的
を達成することができま
した。
更なる活性化を図るべ
く、それぞれの事業内容
の検討を行います。

芸濃・地域
振興課

地域イン
フラ維持
事業（芸
濃総合支
所）

　住民生活に密着した地域要望
等に即答・即応するために、地
域住民との協働を果たすことが
出来るように事業を推進しま
す。道路、河川、公園及び交通
安全施策等、地域インフラの維
持修繕に関し、総合支所長の権
限でフレキシブルに即時対応を
図ります。

要望対応率

　市が所有し管理してい
る道路、交通安全施設
等、河川、公園の維持・
補修に係る市民、地域か
らの要望に応えた対応の
実施率を指標とします。

80% 87%

　地域住民からの要
望に対する迅速かつ
柔軟な対応を推進し
ます。

　さまざまな要望に対
し、市民や地域に小規模
のものは即対応でき実施
率も目標値を上回りまし
た。

4

　地域要望に対して、総
合支所で実施できるもの
は地域の実情に応じ早期
に対応できました。

拡充・充実

　地域インフラ維持・修
繕について総合支所長の
判断により、即対応で
き、市民の要求に素早く
応えることができまし
た。

芸濃・地域
振興課

地域イン
フラ補修
事業（芸
濃総合支
所）

　地域インフラ維持事業と共
に、身近な地域の課題や要望の
早期解決を図るため、独自の予
算措置により地域へ原材料の支
給等、公共施設等の簡易な補
修、修繕を行い、地域に密着し
た対応を図します。

要望対応率

　道路、交通安全施設
等、河川、公園の補修に
係る原材料の地域への支
給及び職員が原材料を
使って対応できる軽易な
修繕・補修で、市民、地
域からの要望に応えた対
応の実施率を指標としま
す。

80% 87%

　地域住民からの要
望に対する迅速かつ
柔軟な対応を推進し
ます。

　地域の要望に対し、十
分に応えることができま
した。

4

　技能員対応による補修
作業を実施するなど、地
域住民からの要望を迅速
かつ柔軟に対応すること
ができました。

拡充・充実

　地域インフラの補修に
ついて総合支所長の判断
により、即対応でき、市
民の要求に素早く応える
ことができました。

芸濃・地域
振興課

地域情報
発信事業
（芸濃総
合支所）

　市民と地域ならではの話題や
情報を共有ずるとともに、地域
の魅力や身近な情報を発信する
ため指標として設定します。

地域だより
の発行回数

　地域の情報を住民に知
らせることを目的に発行
している地域だより「げ
いのうかわら版」の発行
回数を指標とします。

6回 6回

　地域情報誌として2カ
月に1回、定期的に発行
し目標を達成することが
できました。

4

　定期発行の確実な実施
と地域ならではの情報発
信や市民が参画できる行
事予定の周知ができまし
た。
　紙面スタイルが固まり
つつある中で、より一層
読み手の立場に立った改
善に努めたいと考えてい
ます。

現状維持

　地域で活躍する市民に
スポットを当てた連載
コーナーを掲載すること
で、市民からの情報提供
も増えました。また、地
域内の教育施設等にも情
報提供を求め、より地域
に密着した紙面作成に努
めました。
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芸濃・地域
振興課

総務管理
事業

　椋本財産区の財産の適正な管
理及び地域住民の福祉の向上に
努めます。

財産の適正
な管理

財産区の所有する山林及
び基金の適正な管理

山林及び基金の適正
な管理

　助成金(繰出金）30万
円と前年度同額にしまし
た。

3
　今後も財産区の森林の
適正な維持管理に努めて
ます。

現状維持
　管理委員と協議のう
え、基金の適正な管理を
行っていきます。

芸濃・地域
振興課

芸濃総合
文化セン
ター管理
運営事業
（芸濃総
合支所）

　地域住民の生涯教育の振興を
図るとともに、津市全体の文化
的な事業の用に供することによ
り、市民の生活の向上に寄与す
るため、指標として設定しま
す。

ホール等の
利用者数

芸濃総合文化施設の利用
者数(体育施設を除く）

28,000
人

29,445
人

　前年度に比べホールの
利用者は減少、大研修室
の利用者は増加、全体と
しては、前年度に比べて
減少していますが目標は
達成できました。

3
　適正な維持管理を行う
ことにより、住民の利用
者が増加しました。

現状維持
　適正な維持管理を行う
ことにより、施設の利用
者の増加を図ります。

芸濃・地域
振興課

体育館管
理運営事
業（芸濃
総合支
所）

　スポーツを通して市民の健康
づくりや競技力の向上、コミュ
ニティづくりなどを目的とした
交流の機会づくりを増進するた
め、安全・安心を最優先に各運
動施設の適切な維持管理を行い
ます。
　複合施設である津市芸濃総合
文化センター内に設置されてい
るアリーナ施設であり、伊勢自
動車道芸濃インターチェンジか
らの交通の便が良いため、中勢
地域をはじめ県内の施設利用が
見込まれため、利用者に喜ばれ
る施設となるよう努めます。

運動施設利
用者数

津市芸濃総合文化セン
ター内アリーナ施設の利
用者数の合計

36,000
人

35,772
人

　利用者の増加に努めま
す。

3
　適正な維持管理を行う
ことができました。

現状維持
　今後も引き続き適正な
維持管理を行い、利用者
の増加を目指します。

芸濃・地域
振興課

グラウン
ド管理運
営事業
（芸濃総
合支所）

　スポーツを通して市民の健康
づくりや競技力の向上、コミュ
ニティづくりなどを目的とした
交流の機会づくりを増進するた
め、安全・安心を最優先に各運
動施設の適切な維持管理を行い
ます。
　交通の便も良く市内をはじめ
近隣市町からの施設利用が見込
まれるため、利用者に喜ばれる
施設となるよう努めます。

運動施設利
用者数

津市芸濃グラウンドの利
用者数の合計

8,000人 6,480人

　天候不順等により利用
者は減少し,、前年度比
7%の減となり目標を下
回ることとなりました。

3

　利用者は減少したが、
市民のニーズに応じた適
正な維持管理に努めまし
た。

現状維持
　今後も適正な維持管理
を行い、利用者の増加を
目指します。

芸濃・地域
振興課

テニス
コート管
理運営事
業（芸濃
総合支
所）

　スポーツを通して市民の健康
づくりや競技力の向上、コミュ
ニティづくりなどを目的とした
交流の機会づくりを増進するた
め、安全・安心を最優先に各運
動施設の適切な維持管理を行い
ます。
　交通の便も良く市内をはじめ
近隣市町からの施設利用が見込
れるため、利用者に喜ばれる施
設となるよう努めます。

運動施設利
用者数

津市芸濃テニスコートの
利用者数の合計

3,000人 3,185人
　前年度に比べて減少と
なりましたが、目標は達
成しました。

3
　適正な維持管理ができ
ました。

現状維持
　今後も適正な維持管理
を行い、利用者の増加を
目指します。
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芸濃・地域
振興課

その他運
動施設管
理運営事
業（芸濃
総合支
所）

　スポーツを通して市民の健康
づくりや競技力の向上、コミュ
ニティづくりなどを目的とした
交流の機会づくりを増進するた
め、安全・安心を最優先に各運
動施設の適切な維持管理を行い
ます。
　武道場として地元中学校をは
じめとした利用があり、利用者
に喜ばれる施設となるよう努め
ます。

津市芸濃武道館の利用者
数の合計(中学生の利用者
数を含む）

6,500人 8,045人 4

　従前から芸濃中学校の
授業、クラブ活動での利
用が主でしたが、平成２
２年５月策定の「津市ス
ポーツ施設整備基本構
想」に基づき、芸濃中学
校の教育的な活用を促進
するため、平成２５年に
学校施設への所管換えを
行うべく条例の整備を行
い、平成２６年４月１日
以降は学校施設として活
用されます。

廃止
　学校施設として移管し
適正な維持管理を行いま
す。

芸濃・地域
振興課

錫杖湖水
荘等維持
管理事業
（芸濃総
合支所）

　自然豊かな利点を活かした地
域の観光振興を図るとともに、
青少年等の健全育成に資する施
設として管理、運営等を行いま
す。

錫杖湖水荘
（レストラ
ン）の売り
上げ金額

　新メニューの企画を実
施することにより、さら
に多くの利用客が見込め
ます。

9,400
千円

7,505
千円

　４月の桜の開花による
利用者は回復したもの
の、梅雨の際のゲリラ的
な降雨や台風による降雨
により山間部の周辺道路
の崩落等から、長期にわ
たり山間道路が通行止め
となったことにより、特
に予約団体客が減少し、
レストラン売上げに影響
が出ました。

3

　支出の減少に努め、よ
り適正な運営管理が実施
できました。今後も引き
続き、利用者へのPRに
努め、利用者数の向上に
努めます。

現状維持

　更なる支出の減少に向
け、臨時職員による運営
を基本に体制の見直しを
図ります。

芸濃・地域
振興課

観光施設
等維持管
理事業
（芸濃総
合支所）

    自然豊かな利点を活かした観
光を振興するため、錫杖湖周辺
の環境の維持、管理を図りま
す。

観光施設の
適正な維持
管理

 　錫杖湖畔の観光客の多
くは、春の桜や秋の紅葉
など四季の変化を期待し
て訪れることから、自然
環境に対する満足度の向
上のため指標として設定
します。

観光施設の適正な維
持管理及び桜のてん
ぐ巣病の除去

 　樹木等の維持管理を行
い、概ね目標は達成され
ました。

3

　公園内の樹木管理など
自然管理など自然環境の
維持、管理を行うことが
できました。引き続き、
自然環境を監察し、適切
な管理を行います。

現状維持
　引き続き自然環境の維
持、管理に努めていきま
す。
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